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| は じ め に

鶏糞焼却ポイラーによるプロイラー鶏糞の焼却処理が最

近増加している。この焼却灰は,燐酸や加里を多く含むと

ころから肥料として施用されているが,肥効に不明な点が

あり,普及現場からの要請もあったことからその肥勤特性

について検討した。

2 飼料作物への施用試験 (昭 56岩手農試県北分場 )

ソルゴーの基肥加里分を鶏糞焼却灰で代替する目的で表

1に示した処理を行った。供試した鶏糞焼却灰の成分は ,

提供者の調べではT P2 05・ 33%,TCaO・ 27%・
T lvlgO・ 7%,T K20● 8%で あ った。試験結果
を図 1,表 2,表 3に示した。収量及び収穫物のK20含

有率からみて,加電の代替は可能と考えられた。また,鶏

糞焼却灰施用により跡地土壌の有効態燐酸が富化している

ことから鶏糞焼去p灰に含まれる燐酸には有効化する部分も

あると推察され,このことが増収の一因になったと考えら

れた。

表 1 試験区の構成 (″/10′ )

表 3 跡地土壌の化学性
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このように鶏糞焼却灰の1巴効がみられたのは,吸肥力が特

に強いソルゴーを供試したためとも考えられたので野菜で

の検討も実施した。

3 野菜への施用試験 (昭m岩手農試 )

レタス,キ ャベツを供試し,鶏糞焼却灰による基肥燐酸 ,

加里代替の可能性をを検討した。当初分析に供した鶏糞焼

却灰の成分は,C―P205・ 26%,W― P206・ tr, C―K20
13%,W― K206%であった0実 際に圃場に施用された資
材の成分はこれよりやや低く,表 4に示すように,P代替
区及びK代替 (C)区は当初の設計よりも各々燐酸,加里
施用量力沙なくなった。このため厳密な考察はできないが ,

傾向としては,表 5に示すようにレタスでは鶏糞焼却灰施

用量が多いはど多収であった。これは原上の有効態燐酸が

5″ /乾±100,と低く,レタスの生育のためには低水準

であるため通常の燐酸施肥量では十分な生育ができ,これ
に対し鶏糞焼却灰施用量の多いK代替区は結果的に燐酸多

用となリレタスにとって好条件になったことによるものと

考えられる。キャベツの場合は,表 6にみられるように,

区間の収量差がほとんどないが,こ れはキャベツの生育,収
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表2 収穫物の三要素含有量及び吸収量 (乾物 )

ハ
含 有 率 (%) 吸 量 (″ /10′ )収
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図 1 ソルゴー生草収量
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表 4 試験区の構成 (レ タス跡に同一処理でキャベツを供試,いずれも無堆肥栽培

表 5 レタスの結球収量 表 7 跡地土壌の有効態燐酸
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量がレタスほどには燐酸施用量の影響を受けないことを示

しており,こ のような特性の作物であれば鶏糞焼却灰によ

る燐酸代替も可能と考えられる。しかし,鶏糞焼却灰には

水溶性燐酸がほとんど含まれていないので,実用的には施

肥燐酸の直接の代替は困難とみられ,それよりは表 7に示

されるように,施用により跡地上壌の有効態燐酸が富化し

ることから,燐酸資材として利用すべきと思われた。なお ,

表 8 鶏糞焼却灰分析値 (現物当たり )

表 6 キャベツの結球収量

的には熔燐と加里肥料を混合したような資材と推察された
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鶏糞焼却灰の肥効粕性について検討し,次の結果を得た。
(1)鶏糞焼却灰はアルカリ性で窒素はほとんど含まれず ,

肥料成分としてはく溶性の燐酸,石灰,加里 ,苦土を含む。

このうち加里は水溶性成分も含んでおり速効性が期待でき

レタス,キ ャベッいずれにおいても鶏糞焼却灰で加里を代

替しても生育,収量に問題なかったことから,野菜でも加
里の代替は可能と推察された。

4 鶏糞焼却灰の特性

野菜への施用試験の際,同一鶏舎の鶏糞却灰であっても

成分にばらつきがあることが知られたので現地から試料を

採取して分析,検討した。結果を表 8に示した。各分析項

目とも試料間にデータのばらつきがみられるのは,飼料 ,

敷料及び焼却条件の差異に由来すると思われる。雨ざらし

後に採取 した試料ではW―K20が低下 しており,加里の

流亡がうかがわれた。分析値からみた鶏糞焼却灰の特性と

しては,通常の化学肥料よりも容積重が小さく,肥料成分

るが他の成分は運効性と推察された。

(かしたがって加里肥料及び熔燐の代替が可能であるが ,

いずれの場合も副次的に燐酸あるいは加里が施用されるこ

とになるので注意が必要である。このことを考慮すれば ,

鶏糞焼却灰の施用上限量は,新規造成畑等のl■ l巴沃畑で300

″/作・ 10α ,熟畑で200″ /作・ 102が適当と考えられ

た。
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